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９月８日、２０２０年夏季五輪の開催都市を決める国際オリンピック委員会総会がブエノスアイレスで行われ、東京は決選投票でイスタンブールを破り、１９６４年以来２度目となる開催が決まりました。
さっそくオリンピックの経済効果がテレビ、新聞などで話題となり、アベノミクス経済効果と相まって日本中で活気が溢れる出来事となりました。

また、今年度は、厚生労働省の委託事業等の本部の受注も増え、厳しい予算ながらも活況を呈してきました。　　

これを機に更に、皆様方のご尽力とご活躍により、当埼玉支部の益々の発展を期待します。また、紅葉の時期もピークを迎えこれからは寒さも増してきます。皆様方も風邪などひかぬようご健康に気を付けご活躍くださる　

ようご祈念申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■企画グループだより
　　平成25年10月8日（火）に「埼玉産業安全衛生大会2013」が埼玉会館で開催されま

した。本大会は「安心して働ける快適な職場の実現をめざして」をテーマとして開催さ
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れました。第一部では、産業保健スペシャ
ルトークとして、遠藤敦先生による「事業
場内でのメンタルヘルス体制の作り方」の
講演がありました。
第二部は、埼玉労働局長の来賓挨拶につづき、
「快適職場づくり」として、当埼玉支部の
赤木勝会員が「職場の受動喫煙防止対策に
ついて」を講演されました。大変なご講評
でした。また、特別講演として、日本ヒューマンファクター研究所取締役副所長の塚原俊夫
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先生による「２１世紀、攻めの安全とは？」
の講演がありました。最後に、大会会宣言と
して「すべての関係者が心新たにし、安全・
健康・快適な職場づくりに向けて全力を挙げ
て努力すること」が誓われました。
また、会場で「本部リーフレット」と「労
働安全・衛生コンサルタント　活用の手引き」
を大会参加者に配布しました。本大会に協力
して頂いた方々に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　（企画グループ）
■総務グループだより
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平成25年10月19日（土）埼玉大学において、第一種衛生管理者等の出張特別試験が
行われました。当日の受験者数は、1,668名で昨年より約300名減少ではありましたが、
多数の方々が受験されました。試験の実施については、労働災害防止関係団体の協力に
より行われ、１７名の会員から協力が得られました。午前中は、会場準備などを行い、
午後1時30分から午後4時30分までの時間試験が行われ、無事終了しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（総務グループ）
■研修グループだより

　　平成25年10月3日（水）浦和コミュニティーセンターで第94回研修会が開催され
　ました。

前半は、小田益也会員による「災害事例研究：建設業における『墜落・転落災害』」と
いう内容でお話がありました。長年の企業経験での足場組立・解体及び足場上での作業
に係わる墜落・転落災害に関して、ご専門的な災害防止対策についてのお話しがありま
した。災害は、「Ｋ・Ｋ・Ｄ」（経験・勘・度胸）のみに頼るのでは防止できないという
フレーズが非常に印象的でした。また、活発な質疑応答がありました。
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後半は、片岡輝男会員による「学ぼう！労働安全衛生法」第3回目の講義がありました。
今回は、第4章の第29条（元方事業者の講ずべき措置等）から第36条（厚生労働労働省
令への委任）までの講義でした。条文の解説だけでなく、条文の成立から事例などを入れ
て非常に分かり易く説明されていました。また、活発な質疑応答もあり、非常に活気のあ
る講義でありました、これから以降の講義が益々楽しみです。
第95回研修会は、12月12日（木）に開催されます。　　　（研修グループ）
■事務局だより

（１）南関東ブロック会議が開催されました。

平成25年度南関東ブロック会議が9月26日（土）に千葉支部主催で、京葉銀行

　　　文化プラザで開催されました。埼玉支部からは、和田支部長、石田副支部長、赤木

　　　事業部会長、大野事務局長の４名が出席しました。
（２）・「平成25年度第１回臨時理事会」が7月20日（土）に開催されました。
議題は以下の通りです。詳細は支部事務所書架のファイル「議事録」を閲覧下さい。
①報告事項

・平成25年度事業計画の実施状況

・日本郵便株式会社の受託事業進行状況
②事務局より

　・第19回（平成25年度）労働安全衛生コンサルタント制度推進月間の実施

について

　　　　・平成25年度行政受託事業について（H25/7/10付け）

　　　②審議事項

・平成25年度（第23回）通常総会議案書の反省
・平成25年度5月18日「監査の結果」に対する検討
次回は平成25年度第2回臨時理事会が11月4日（月）に開催されます。

（３）埼玉労働局よりの通達（周知要請等）
文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。

　　・平成25年度「『見える』安全活動コンクール」の実施について(8/29付け)
　　・首都圏４労働局連携による「Safe　Work」をキャッチフレーズとした取り組みの

　　　推進について（8/30付け）

　　・第8次粉じん障害防止総合対策の推進について



■事業部会への新入会員のお知らせ

　堀江成治さんが10月に入会されましたのでご紹介します。
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	種類 登録番号
	衛生　工―第628号

	
	堀江環境相談事務所
〒341-0021　埼玉県三郷市さつき平2-5-2-820
E-mail; ss.horie@star.ocn.ne.jp
TEL/FAX 048-951-8122

	資格・その他

	・第1種作業環境測定士 (粉じん、有機溶剤、特化物、金属、放射線)、局所排気装置定期自主検査者等養成講習インストラクター、衛生管理者、衛生工学衛生管理者など
・環境計量士、公害防止管理者(大気1種、水質1種、騒音、振動)など

	専門事項　特許　　著書その他特筆すべき事項

	・作業環境の管理と改善指導(粉じん、有機溶剤、特化物、騒音、暑熱、腰痛)、労働衛生教育、労働衛生診断など　
・「ある粉じん作業場の環境改善」労働衛生第34巻第6号（1993）
「粉体の計量・投入作業場における局所排気装置」労働衛生第34巻第11号（1993）
　「局所排気装置の設計と保守管理の実際」日本労働衛生工学会第30回学会講演抄録集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1996）

	その他備考

	・40年間タイヤ等のゴム製品製造事業所の安全衛生、環境保全、防災関連業務に携わり、
労働衛生関連では要領・基準類の整備、作業環境対策改善、労働衛生診断、作業環境測定、労働衛生教育等を担当いたし、働きやすい職場作りに努めてきました。
　なお、昭和55年3月に労働衛生コンサルタント試験に合格し、元の勤務先退職を機に平成24年12月に登録しました。
・作業環境と作業場周辺の環境とは密接な関係がありますので、作業環境改善にあたっては作業場周辺環境も含めた作業場内外一貫した環境対策の支援指導をしていきたいと思っています。埼玉支部のメンバーの皆さんのご指導ご支援をいただき、働きやすい職場作りに今後とも取り組んで参ります。


■最近の報道より

　・１０月１１日、福岡市の整形外科医院全焼10人死亡
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11日午前2時20分頃、福岡市博多区の「医療法人整形外科医院」から出火、４階建て（地下１階）を全焼し、入院患者8人、元医院長夫妻2人の計10人が死亡し、5人が負傷しました。市消防局は「発見や通報の遅れにより初期消火ができなかった」ことと、建物内には防火扉が7か所設置されていたが、開いたままで、作動していなかったことが惨事につながったとしています。

■その他

　・金子弘会員から梅村馥次会員に宛てた手紙に俳誌「琅玕（ろうかん）」二月号に掲載さました俳句が添付されていました。それをご紹介します。尚、この琅玕は二月号をもって廃刊となるとのことです。

小春日　　　　金子　弘
小春日や幼き文字の投句あり　　　

命運を分ける解散酉の市　　

散策の想ひ出残り山眠る
連れだちて史跡めぐりや菊日和　　

新走り面影残る城下町
次号は１月上旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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